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計算科学の飛躍的発展は、タンパク質複合体の精緻な構造情報を普及させる

とともに、タンパク質の動的な姿や弱い相互作用の機能的重要性を浮き彫りに

もした。本研究では、NMRを中心とし、シミュレーションや物理化学計測を相補

的に用いた統合的解析により、弱く動的なタンパク質相互作用から機能発現に

至るメカニズムの解明を目指している。本発表では、シャペロンやマルチドメイン酵

素を対象とした研究成果を例示し、NMRを中核とした統合的研究について解

説する。

*Participation in the Zoom meeting requires pre-registration


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

